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農
に
生
き
る

私
が
就
農
し
た
の
は
３
年
前
で
す
。
父

が
も
と
も
と
農
家
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と

思
っ
た
の
は
友
人
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
ず
っ
と
勤
め
て
い
た
た
め
経
験
が

な
く
、
始
め
た
当
初
は
と
ま
ど
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
１
㌶
ほ
ど
の
農
地

で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ネ
ギ
を
中
心
に
、
そ

ら
豆
や
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
、
白
菜
な
ど
、
季

節
ご
と
に
様
々
な
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。就

農
１
年
目
は
、
痩
せ
て
い
た
土
地
を

肥
え
さ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
堆

肥
約
15
㌧
を
農
地
に
ま
く
作
業
は
さ
す
が

に
体
に
こ
た
え
ま
し
た
が
、
２
年
目
か
ら

は
主
に
秋
ど
り
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
作
物
を
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
、
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

３
年
目
と
な
っ
た
昨
年
９
月
に
は
新
し

い
事
を
始
め
よ
う
と
、
初
夏
ど
り
の
ネ
ギ

「
春
扇
」
を
定
植
し
ま
し
た
。
９
月
に
植

え
た
の
は
、
市
場
に
ネ
ギ
の
少
な
い
６
～

７
月
の
収
穫
を
目
指
し
た
た
め
で
、
県
内

で
も
類
を
見
な
い
や
り
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
地
区
で
も
「
や
っ
て
み
た
い
」
と

見
学
に
来
る
人
が
10
人
近
く
い
る
の
で
、

こ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
部
会
を
起
ち
上
げ

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
も
う
１
つ
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
養
蜂
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
２
月

に
仲
間
と
巣
箱
を
作
っ
て
飼
育
場
所
を
設

置
し
、
春
の
分
蜂
時
期
に
蜜
蜂
が
入
居
し

て
く
る
の
を
み
ん
な
で
心
待
ち
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
住
む
大
鷹
沢
地

区
で
は
、
高
齢
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
が
多

く
、「
代
わ
り
に
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼

ま
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
す
が
、
こ

の
土
地
に
レ
ン
ゲ
を
植
え
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
蜜
蜂
の
採
餌
場
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
一
面
に
咲
く
美
し
い
レ
ン
ゲ
が
、

地
域
の
景
観
作
り
に
役
立
て
ば
と
思
い
ま

す
。私

の
農
地
は
高
台
に
あ
る
の
で
す
が
、

見
か
け
た
友
人
が
飲
み
物
を
持
っ
て
よ
く

話
を
し
に
や
っ
て
き
ま
す
。
情
報
交
換
を

し
た
り
世
間
話
を
し
た
り
す
る
の
で
す

が
、
わ
ず
か
３
年
で
農
業
が
形
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に

教
え
て
く
れ
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
お

か
げ
で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ネ
ギ
栽
培
や
養
蜂
を
は
じ
め
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
今
後
も
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
攻
め
の
姿
勢
を
崩
す
こ
と

な
く
、
農
業
を
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〈
白
石
市
大
鷹
沢
〉

一い
ち

條じ
ょ
う	

喜き

よ

み

代
美	

さ
ん
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少
し
て
い
く
た
め
、
年
を
重
ね
る

と
睡
眠
が
浅
く
な
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
微
量
な
が
ら
も
食

品
か
ら
も
補
う
こ
と
で
安
眠
の
手

助
け
を
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
に
含
ま
れ
る

辛
味
成
分
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ナ
ー
ト

も
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
に
は
多
く

含
ま
れ
る
た
め
、
ぴ
り
り
と
し
た

辛
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
辛
味
成

分
は
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
た
め
、

が
ん
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
辛
さ

も
ま
た
体
に
良
い
証
し
な
の
で

す
。こ

れ
か
ら
大
き
く
成
長
し
よ
う

と
す
る
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

小
さ
な
芽
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た

貴
重
な
野
菜
で
す
。

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
脂
肪
の
分
解
を

助
け
る
リ
パ
ー
ゼ
な
ど
、
消
化
吸

収
を
助
け
る
酵
素
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
酵
素
は
、
芽
の
状
態

の
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
に
は
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
酵
素

は
熱
に
弱
い
た
め
、
ダ
イ
コ
ン
で

は
調
理
す
る
と
失
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
は

主
に
生
で
食
べ
る
の
で
、
酵
素
を

そ
の
ま
ま
摂
取
す
る
こ
と
が
で

き
、
胃
腸
の
調
子
を
整
え
た
い
と

き
に
効
果
的
と
い
え
ま
す
。

も
う
一
つ
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い

う
物
質
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
睡
眠
を
促
す
作
用
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
体
内
時
計

を
整
え
て
深
い
睡
眠
へ
と
導
く
手

助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。
メ
ラ
ト

ニ
ン
は
自
然
と
体
内
で
作
ら
れ
る

も
の
で
す
が
、
年
齢
と
と
も
に
減

か
い
割
れ
ダ
イ
コ
ン
は
、
ダ
イ

コ
ン
の
種
子
を
発
芽
さ
せ
て
数
日

後
に
食
す
る
も
の
で
、
ス
プ
ラ
ウ

ト
と
呼
ば
れ
る
新
芽
野
菜
の
一
つ

で
す
。
葉
の
形
が
、
貝
が
割
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
貝
割
れ
」
ダ
イ
コ
ン
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

の
発
芽
し
た
直
後
に
食
べ
る
ス
プ

ラ
ウ
ト
に
は
栄
養
が
凝
縮
さ
れ
て

い
ま
す
。

発
芽
直
後
の
野
菜
は
水
分
を
含

み
、
今
後
育
つ
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
つ
く
る
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
、
種
子
に
は
含

ま
れ
な
か
っ
た
栄
養
を
自
ら
の
力

で
合
成
し
て
い
ま
す
。

ス
プ
ラ
ウ
ト
は
酵
素
も
多
く
含

ま
れ
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
に
は
炭
水

化
物
の
消
化
を
助
け
る
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
や
、
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
す
る

かい割れダイコン
02P
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【全体運】好奇心が旺盛になっています。新しい趣味を始めたり、体験教室に参加したりすると良い刺激に。小
　　　　		旅行も幸運
【健康運】適度に体を動かせば元気に過ごせそう【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

牡牛座［4.20 〜 5.20］

更
に
、
利
用
者
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
を
基
本

に
、
内
部
管
理
態
勢
の
一
層
の
強
化
と
事
務
の
堅

確
性
向
上
運
動
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
不
祥
事

防
止
に
向
け
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
を
強
化

し
ま
す
。

普
及
部

１
．
訪
問
活
動
の
展
開
に
よ
る
農
業
金
融
・
生

活
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

２
．
年
金
シ
ェ
ア
の
維
持
拡
大

３
．
提
案
型
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
る
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
の
展
開

４
．
全
戸
訪
問
に
よ
る
世
帯
深
耕
と
保
障
拡
充

５
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
に
よ
る
利
便
性
強

化

６
．
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
に
向
け
た
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

業
務
部

１
．
事
務
処
理
の
迅
速
化
と
効
率
化
に
よ
る
適

切
な
窓
口
対
応
の
構
築

２
．
農
業
振
興
に
向
け
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

３
．
住
宅
ロ
ー
ン
・
農
業
融
資
シ
ェ
ア
の
維
持

及
び
向
上

４
．
利
用
者
保
護
・
利
用
者
満
足
度
向
上
を
図

る
相
談
機
能
の
強
化

５
．
事
務
の
堅
確
性
向
上
運
動
の
展
開
と
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

平
成
28
年
度
は
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の
最

終
年
度
に
あ
た
り
、
実
施
項
目
の
継
続
を
中
心
に

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
協
同
組
合

運
動
の
根
幹
を
な
す
教
育
文
化
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
組
合
員
と

の
情
報
の
共
有
化
を
め
ざ
し
、
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
、
地

域
だ
よ
り
の
定
期
的
な
発
行
と
家
の
光
、
日
本
農

業
新
聞
等
の
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
組
合
員
・

利
用
者
と
直
接
接
す
る
Ｊ
Ａ
支
店
を
拠
点
に
Ｊ
Ａ

の
総
合
機
能
を
発
揮
し
、
く
ら
し
の
活
動
を
中
心

に
「
1
支
店
（
地
区
）
1
協
同
活
動
」
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

次
代
の
女
性
組
織
及
び
Ｊ
Ａ
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
た
め
、
組
織
と
連
携
し
女
性
組
織
の

活
性
化
・
活
動
強
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
女
性

大
学
を
創
設
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
組
合
員
の
事
業

利
用
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
と
協

同
組
合
の
理
解
を
深
め
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

に
よ
り
組
合
員
の
ア
ク
テｲ

ブ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

（
わ
が
Ｊ
Ａ
の
意
識
と
参
画
）
を
確
立
し
、
Ｊ
Ａ
の

組
織
基
盤
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
者
の
所
得
増
大
等
に
向
け
た
自
己
改
革
と

あ
わ
せ
て
、
准
組
合
員
を
農
業
や
地
域
経
済
の
発

展
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置
づ
け
、
農
業
振

興
の
応
援
団
と
す
る
取
り
組
み
を
拡
充
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
宮
城
県
大
会
の
決
議
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
の
組

織
再
編
を
目
指
す「
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
会
」に
参
画
し
、

新
Ｊ
Ａ
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
組
合
員
の
意
見
集

約
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

業
務
監
査
室

１
．
事
業
効
率
と
不
祥
事
未
然
防
止
に
向
け
た

内
部
監
査
の
実
施

２
．
子
会
社
監
査
担
当
部
門
と
連
携
し
た
Ｊ
Ａ

み
や
ぎ
仙
南
グ
ル
ー
プ
内
部
監
査
の
充
実

３
．
Ｊ
Ａ
監
事
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
と
の
連

携
強
化
に
よ
る
効
率
的
監
査
の
実
施

総
務
部

１
．「
家
の
光
三
誌
」、「
日
本
農
業
新
聞
」
等
の

普
及
・
活
用
を
通
じ
た
情
報
の
提
供

２
．
地
域
実
態
に
あ
っ
た
活
動
展
開
（
１
支
店

１
協
同
活
動
）
の
支
援

３
．
青
年
組
織
及
び
女
性
組
織
の
活
性
化
・
活

動
強
化
支
援

４
．
准
組
合
員
の
「
農
」
に
基
づ
く
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
の
強
化

経
営
企
画
室

１
．
第
五
次
中
期
経
営
計
画
最
終
年
度
の
実
践
、

第
六
次
中
期
経
営
計
画
の
策
定

２
．
地
区
別
・
事
業
別
採
算
性
の
検
証
と
労
働

生
産
性
の
向
上
に
よ
る
経
営
改
善
の
徹
底

３
．
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
対
応
に
向
け
た
財
務
改
善

に
よ
る
自
己
資
本
の
充
実

４
．
不
祥
事
未
然
防
止
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
強
化

５
．
子
会
社
の
経
営
改
善
に
向
け
た
指
導
強
化

柴
田
地
区
事
業
本
部

１
．
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
産
物
の
品
質
向

上
に
よ
る
所
得
増
大

２
．
青
年
部
、
女
性
部
と
連
携
し
た
食
農
教
育

と
教
育
文
化
活
動
の
展
開

３
．
組
合
員
、
利
用
者
に
満
足
さ
れ
る
金
融
、

共
済
窓
口
対
応
の
徹
底

４
．
組
合
員
・
組
合
員
家
族
、
利
用
者
の
総
合

保
障
の
充
実

５
．
目
標
管
理
に
よ
る
支
店
運
営
の
効
率
化

村
田
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
振
興

と
農
政
対
応
の
強
化

２
．
地
域
特
産
品
等
の
作
付
拡
大
並
び
に
営
農

指
導
の
強
化

３
．
農
家
組
合
・
青
年
部
・
女
性
部
等
組
織
の

活
動
支
援
と
基
盤
の
充
実

４
．
訪
問
活
動
に
よ
る
保
障
点
検
と
情
報
提
供

の
取
り
組
み

５
．
各
種
相
談
対
応
と
窓
口
業
務
の
迅
速
化
に

よ
る
利
用
者
満
足
度
向
上
の
取
り
組
み

川
崎
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
機
関
等
と
協
調
し
地
域
農
業
の
振
興

と
対
応
強
化

２
．
各
種
組
織
お
よ
び
組
合
員
と
の
関
係
強
化

と
参
画
誘
致

３
．
青
年
部
・
女
性
部
と
の
連
携
に
よ
る
食
農

教
育
活
動
の
継
続
実
践

４
．
地
域
に
選
ば
れ
る
金
融
共
済
店
舗
と
し
て

更
な
る
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

５
．
地
区
職
員
総
力
に
よ
る
組
合
員
・
利
用
者

の
満
足
度
向
上

蔵
王
地
区
事
業
本
部

１
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
と
連
動
し
た
担
い
手
へ
の
農

業
資
金
支
援
強
化

２
．
販
売
戦
略
の
創
出
と
地
場
産
品
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
る
所
得
増
大

３
．
食
農
教
育
文
化
活
動
と
組
合
員
健
康
増
進

活
動
の
取
組
強
化

４
．
地
域
利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
活
気
あ
る

信
頼
さ
れ
る
店
舗
づ
く
り

５
．
次
世
代
と
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
、
協
同

の
仲
間
づ
く
り
拡
充

白
石
地
区
事
業
本
部

１
．
農
業
所
得
向
上
に
対
す
る
研
修
会
を
充
実

し
、
特
産
品
等
へ
の
作
付
け
誘
導

２
．
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
基
盤
の

確
立
と
農
業
振
興
・
農
政
へ
の
対
応

３
．
地
域
の
窓
口
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
相
談
体

制
の
確
立
と
的
確
な
情
報
の
伝
達

４
．
地
域
金
融
機
関
と
し
て
、
農
業
メ
イ
ン
バ

ン
ク
体
制
・
生
活
メ
イ
ン
バ
ク
体
制
を
充

実

５
．
し
あ
わ
せ
に
必
要
な
「
ひ
と
・
い
え
・
く

る
ま
」
の
総
合
保
障
の
提
案
・
充
実

角
田
地
区
事
業
本
部

１
．
行
政
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
農
政
へ
の

対
応
強
化

２
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
・
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
法
人
・

担
い
手
へ
の
対
応
強
化

３
．
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
活
動
の
展
開

４
．
職
員
の
資
質
向
上
に
よ
る
顧
客
満
足
度
の

向
上

５
．
地
域
に
密
着
し
た
推
進
活
動
に
よ
る
総
合

保
障
の
確
立

丸
森
地
区
事
業
本
部

１
．
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
の
実
践
に
よ
る
農

業
所
得
の
向
上

２
．
地
域
・
組
合
員
・
高
齢
化
の
実
情
に
合
わ

せ
た
次
世
代
対
策
の
強
化

３
．
訪
問
活
動
に
よ
る
情
報
提
供
と
相
談
機
能

の
強
化

４
．
農
業
資
金
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
資
金
相

談
体
制
の
強
化

５
．
地
域
密
着
型
の
定
期
的
情
報
発
信
の
強
化

地

区

事

業

本

部

管

理

本

部

♦
重
点
目
標
♦

１
．
事
業
基
盤
の
拡
充
に
向
け
た
出
向
く
体

制
の
強
化

２
．
農
業
と
地
域
・
利
用
者
を
つ
な
ぐ
取
り

組
み
の
展
開

３
．
農
業
・
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
強
化

４
．
地
域
密
着
の
事
業
推
進
に
よ
る
利
用
者

満
足
度
の
向
上

５
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

♦
重
点
目
標
♦

１
．
教
育
文
化
活
動
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開

２
．
次
世
代
の
人
材
育
成
の
強
化

３
．
１
支
店
１
協
同
活
動
の
展
開

４
．
准
組
合
員
、
地
域
住
民
等
と
の
交
流

５
．
経
営
の
効
率
化
と
財
務
の
健
全
化

♦
地
区
事
業
本
部
共
通
重
点
目
標
♦

１
．
地
域
農
業
と
協
同
組
合
の
理
解
を
深
め

る
組
合
員
の
「
場
」
を
つ
く
る
た
め
「
１

支
店
（
地
区
）
１
協
同
活
動
」
を
展
開

し
ま
す
。

２
．
准
組
合
員
を
農
業
や
地
域
経
済
の
発
展

を
と
も
に
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置

づ
け
、「
農
業
振
興
の
応
援
団
」
と
し

て
の
取
り
組
み
を
拡
充
し
ま
す
。

３
．
教
育
文
化
活
動
の
強
化
を
図
る
た
め

「
地
域
だ
よ
り
」
の
定
期
発
行
や
「
家

の
光
」、「
農
業
新
聞
」
等
の
普
及
推
進

に
努
め
ま
す
。
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特集／平成28年度 基本方針（案）・事業方針（案）の設定について

＊モナ・カサンドラ今 月 の あ な た の 運 勢 月３
【全体運】穏やかな心境で過ごせる期間。自分から積極的にサービス精神を発揮して、周囲との和を大切にする
　　　　		と幸運あり
【健康運】次第に回復。スポーツを楽しむとグッド【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

牡羊座［3.21 〜 4.19］

平
成
28
年
度
は
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
と
第

38
回
Ｊ
Ａ
宮
城
県
大
会
決
議
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
の

存
在
価
値
、
信
頼
を
高
め
「
組
合
員
・
農
業
・
地

域
へ
の
貢
献
」
を
確
実
に
実
践
す
る
年
と
位
置
づ

け
、
第
五
次
中
期
経
営
計
画
及
び
仙
南
地
域
農
業

振
興
計
画
（
第
五
次
営
農
Ｖ
プ
ラ
ン
）
の
最
終
年

度
に
あ
た
り
Ｔ
Ａ
Ｃ
等
の
渉
外
活
動
の
強
化
を
図

り
組
合
員
の
農
業
所
得
増
大
を
目
指
し
て
４
づ
く

り
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
農
業
づ
く
り
】

仙
南
地
域
農
業
振
興
計
画
（
第
五
次
営
農
Ｖ

プ
ラ
ン
）
を
柱
と
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
通
じ
た

地
域
農
業
の
振
興
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ

く
販
売
力
強
化
や
購
買
機
能
強
化
に
よ
る
コ
ス

ト
低
減
で
生
産
者
の
手
取
り
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

【
組
織
づ
く
り
】

Ｊ
Ａ
を
拠
り
所
に
組
合
員
と
地
域
住
民
が
協

同
し
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
く
ら
し
活
動
を

実
践
し
て
組
織
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
】

組
合
員
、
利
用
者
視
点
に
立
っ
た
事
業
を
展

開
し
、
各
事
業
が
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
よ
う

な
農
協
な
ら
で
は
の
地
域
密
着
型
の
活
動
に
努

め
ま
す
。

【
Ｊ
Ａ
づ
く
り
】

抜
本
的
な
改
革
改
善
を
図
り
、
収
益
確
保
・

費
用
削
減
等
の
自
助
努
力
を
着
実
に
実
行
し
、

経
営
の
長
期
安
定
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
信
頼
と
絆
の
向
上
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ

て
、
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
強
化
と
不
祥
事
未
然

防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
全
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
五
次
中
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
、
仙
南
地
域

農
業
振
興
計
画
（
第
五
次
営
農
V
プ
ラ
ン
）
の
最

終
年
度
と
し
て
、
地
域
農
業
の
担
い
手
・
農
事
組

合
法
人
に
出
向
く
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
を
通
じ
て
更
な
る

低
コ
ス
ト
・
省
力
化
農
業
を
意
識
し
た
競
争
力
の

あ
る
多
様
な
農
業
者
・
経
営
体
を
育
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
農
業
が
持
続
的
に
営
ま

れ
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
安
定
的
に
生
産
し
供

給
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
放
射
能
問
題
を
要
因

と
し
た
諸
問
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
農
業

所
得
の
増
大
を
目
指
し
た
販
売
戦
略
を
構
築
し
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
い
た
計
画
生
産
普
及
拡

大
を
図
り
ま
す
。

平
成
27
年
産
米
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
米
作
付

等
需
給
改
善
の
取
り
組
み
に
よ
り
概
算
金
回
復
基

調
が
見
ら
れ
た
反
面
、
収
穫
量
は
作
況
指
数
１
０

２
の
発
表
に
対
し
、
高
温
・
豪
雨
の
影
響
に
よ
り

上
位
等
級
率
が
予
想
以
上
に
低
迷
し
ま
し
た
。
平

成
28
年
産
に
向
け
た
営
農
相
談
の
見
え
る
化
を
強

化
し
、
特
徴
あ
る
米
づ
く
り
と
し
て
環
境
保
全
米

へ
の
作
付
誘
導
、
生
協
と
の
連
携
等
に
重
点
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
産
物
の
安
全
・
安
心
シ

ス
テ
ム
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
型
食
文
化
を
堅
持
す
る
た
め
に
、

地
域
農
業
が
持
つ
多
面
的
機
能
の
重
要
性
を
啓
発

し
つ
つ
時
代
に
即
し
た
農
政
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

農
業
推
進
部

１
．
仙
南
地
域
農
業
振
興
計
画
（
第
六
次
営
農

Ｖ
プ
ラ
ン
）
の
策
定

２
．
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
更
な
る
機
能
強
化
と
集
中

化
に
よ
る
地
域
農
業
の
振
興

３
．
農
政
新
時
代
へ
の
着
実
な
対
応

営
農
販
売
部

１
．
水
稲
作
業
省
力
化
と
実
需
者
と
の
連
携
に

よ
る
米
づ
く
り
（
米
穀
）

２
．
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
県
大

会
に
向
け
た
生
産
基
盤
拡
大
と
地
域
全
体

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
（
畜
産
）

３
．
み
や
ぎ
生
協
を
中
心
と
し
た
産
消
提
携
活

動
の
強
化
（
園
芸
）

４
．
遊
休
施
設
等
活
用
に
よ
る
園
芸
重
点
品
目

の
作
付
推
進
（
園
芸
）

５
．
東
電
へ
の
損
害
賠
償
請
求
の
継
続
実
施

営
農
経
済
部

１
．
物
流
改
革
（
コ
ス
ト
・
配
送
・
供
給
体
制
）

に
よ
る
購
買
事
業
強
化

２
．
担
い
手
・
農
事
組
合
法
人
等
が
活
用
で
き

る
農
業
機
械
導
入
事
業
支
援
に
よ
る
農
業

経
営
基
盤
強
化

３
．
シ
ン
ケ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
営
業
体
制
見
直

し
に
よ
る
経
営
改
善
の
強
化

当
組
合
管
内
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
域
人
口

の
減
少
、
組
合
員
の
高
齢
化
及
び
農
地
集
約
に
よ

る
農
家
の
大
規
模
化
・
法
人
化
の
進
展
な
ど
大
き

く
変
容
し
、
こ
れ
に
伴
い
協
同
組
織
の
原
点
で
あ

る
組
合
員
の
結
び
つ
き
も
希
薄
化
傾
向
に
あ
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
、
当
組
合
の
信
用
事
業
に
お
い

て
は
、地
域
金
融
機
関
と
し
て
農
業
担
い
手
等
へ

の
金
融
対
応
力
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
に
よ
り
組
合
員
・
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
新
規
利
用
顧
客
の
獲
得
に
努
め
、
取
引
基
盤
の

拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
、
農
業
・

生
活
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
の
発
揮
に
よ
り
組
合

員
・
組
合
員
家
族
を
中
心
と
し
た
利
用
者
と
の
関

係
強
化
に
重
点
を
置
い
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
組
合
員
・

利
用
者
に
最
良
の
「
安
心
」
と
「
満
足
」
を
提
供

す
る
た
め
地
域
の
特
性
や
保
障
状
況
を
踏
ま
え
た

効
果
的
な
推
進
活
動
（
エ
リ
ア
戦
略
）
を
展
開
し
、

さ
ら
な
る
浸
透
・
定
着
を
図
り
、
地
域
組
合
員
・

利
用
者
の
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
強
化
に
よ
る
総

合
保
障
提
供
の
実
現
と
将
来
へ
の
普
及
基
盤
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

基本方針（案）・事業方針（案）の
設定について

基
本
方
針（
案
）

♦
基
本
目
標
♦

○
地
域
農
業
の
振
興
と
販
売
・
購
買
の
強
化

に
よ
る
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産

の
拡
大�

（
農
業
づ
く
り
）

○
教
育
文
化
活
動
の
実
践
と
地
域
社
会
の
活

性
化�

（
組
織
づ
く
り
）

○
組
合
員
・
利
用
者
の
期
待
に
応
え
る
総
合

事
業
の
展
開�

（
地
域
づ
く
り
）

○
経
営
の
健
全
性
確
保
と
更
な
る
経
営
の
効

率
化�

（
Ｊ
Ａ
づ
く
り
）

営
農
経
済
事
業
本
部
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【全体運】前向きな気持ちになれるはず。未体験ジャンルにも果敢に挑戦を。知りたいことについて情報収集す
　　　　		るのにも最適
【健康運】オーバーワークに注意。体調管理が大切【幸運を呼ぶ食べ物】セリ

蟹 座［6.22 〜 7.22］

当ＪＡは１月19日、蔵王町で、「家の光」を永年にわ
たって購読している方に感謝の気持ちを表すため「平
成27年『家の光』愛読者のつどい」を、今回初めて開
催しました。当日は、表彰者をはじめ約300人が参加。
30年以上にわたって購読している永年購読者に対して、
ＪＡと家の光協会から感謝状と記念品が贈られました。
表彰式後は、職員や女性部員による、家の光にまつ
わるエピソードを交えた発表が行われたほか、記念講
演として白石市在住の佐藤美佐子氏による弾き語りや、
お笑いコンビ「まつトミ」による漫才があり、来場者
は大いに楽しみました。
浅野清組合長はあいさつで「長い間、購読という形
で当ＪＡと家の光協会を支えてきてくれた方々に感謝
したい」と、感謝の言葉を述べていました。

永年購読者へ感謝を込めて

みやぎ仙南農協青年部は２月14日、いちご狩りとレ
ストランでの交流会を通じて男女の出会いをサポート
する婚活イベント「第４回のうかつ交流会」を開催し、
新たに６組のカップルが誕生しました。成立したカッ
プルの男性はバレンタインデーにちなみ、チョコを手
渡しながら思いを告白しました。
このイベントは、普段出会いが少ない部員に出会い
の場を設けようと始めた取り組みで、今回が４回目の
開催となりました。当日は、柴田町の青年部員のハウ
スでいちご狩りを楽しんだ後、角田市のシンケンファ
クトリーに移動して、食事をしながら互いの趣味の話
しなどに花を咲かせていました。
齋藤貴裕実行委員長は「これからも継続して開催し
ていきたい。青年部を含め、仙南地域の活性化に繋が
れば」と意気込みを見せていました。

青年部婚活イベントで６組のカップル誕生！

２月9・10日の２日間にわたって、仙台国際センター
（９日）・仙台サンプラザホール（10日）の２会場で「第
58回全国家の光大会」が開催されました。９日に行わ
れた都道府県代表発表大会では、12月の宮城県大会で
最優秀賞に輝いた女性部柴田地区の加茂ひろ子さんが
宮城県代表として出場し、家の光協会長賞を受賞しま
した。
この大会は、ＪＡ教育文化活動の成果発表の場とし
て、仲間同士のふれあいを深めるために毎年家の光協
会が開催しているもので、仙台での開催は42年ぶりと
なりました。
加茂さんは、柴田地区で取り組んできた食農教育活
動を題材に、活動を通して出来た地域の絆、次世代へ
活動を継承してきた内容について堂々とした態度で発
表しました。

全国家の光大会in仙台

（食農教育活動について発表する加茂さん）

（講演を楽しむ来場者）

（男
・ ・
性か

・ ・
らチョコ手渡し）
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【全体運】思うようにならないことが増えるかも。でも、イライラせず、笑顔を心掛ければ好転の兆し。お花見
　　　　		も開運に
【健康運】疲れをため込みやすいよう。休息が必須【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

双子座［5.21 〜 6.21］

当ＪＡは１月16日、蔵王町のございんホール（蔵王
町ふるさと文化会館）で、「第10回あぐりキッズ農業体
験活動かべ新聞コンクール表彰式・発表会を開催しま
した。最優秀賞（みやぎ仙南農業協同組合長賞）に選
ばれた角田市立北郷小学校３年生を含む７つの入賞団
体が、表彰を受けた後、壇上で体験したことや感想を
発表しました。
当日は、学校関係者をはじめ青年部や女性部から
350人以上が参加。会場内には16団体から応募された
25作品が展示されました。発表会終了後には「食の体
験イベント」として、杵や臼を使った餅つき体験や、
今年新たに設けた、青年部の育てた農産物が当たるく
じ引きなどが催され、会場は大いに盛り上がりました。

新聞作りで農業の楽しさ学ぶ

ＪＡみやぎ仙南女性部村田地区は１月25日から27日
の３日間にかけて、村田町内３カ所で、鍋を使った料
理の講習会を開催しました。３日間で、延べ41人の部
員が参加しました。
講習会では、エークック株式会社の社員を講師に招
いて、五目御飯や大学芋、アップルケーキなど様々な
料理の作り方について実演が行われ、女性部員達は和
気あいあいとした雰囲気の中、楽しく学んでいました。
講習会後の試食では、油を使わずに作るから揚げが特
に好評でした。
参加した女性部員は、「この時期良く使う鍋で色々な
料理が作れて勉強になった」「家でも作ってみたい」と
感想を話していました。

仙南地方農作物病害虫防除協議会は２月２日、柴田
町の槻木生涯学習センターで、年々深刻化するイノシ
シ被害を減らすための対策研修会を開催しました。当
日は生産者をはじめとする約200名が参加し、被害を
食い止めようと真剣に耳を傾けました。
研修会では、講師の合同会社東北野生動物保護管理
センターの鈴木淳氏が、イノシシの生態について動画
を交えて説明を行なったほか、電気柵等の防護柵の正
しい設置方法について強く呼びかけました。また、鈴
木氏は「エサ場や休息場所をなくし、イノシシにとっ
て魅力のない環境にすることも必要」と話し、環境を
変えることの重要性について説明しました。
参加者は、「知らない生態がたくさんあり勉強になっ
た」「これからは柵や罠について正しい設置を心がけた
い」と話し、被害縮小へ向けて意欲を見せていました。

イノシシ被害縮小へ

鍋を使った料理教室

（学んだことを発表する北郷小の児童）

（被害対策を正しく学ぶ）

（色々な料理に興味津々）
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ふれあいふれあい 広 場広 場

【全体運】小さな悩みが生まれやすい気配。信頼できる相手に話を聞いてもらえば、気持ちが楽になりそう。考
　　　　		え過ぎはNG
【健康運】栄養バランスに気を使うと体調に好影響【幸運を呼ぶ食べ物】サヨリ

乙女座［8.23 〜 9.22］

キラリ輝いて

５年前に近所の女性部員に誘われて女性部に加入した
という、料理や物づくりが好きな桜場さん。角田支部長
になって１年目の新人支部長です。
一番印象に残っているのが農協祭で、女性部に入るま
であまり経験する機会がなかった地域のイベントでの人
とのふれあいに、とても感動したそうです。
「経験豊富な先輩たちが色々な事を教えてくれるのがあ
りがたいです」と話し、今後は「みんなで料理をしたり、
何か作ったり、楽しい活動で部員を増やしたいです」と
笑顔で抱負を話してくれました。

女性部角田地区	桜
さくら

場
ば

 紀
の り

子
こ

さん

明日を担う

スノーボードやツーリングが趣味の釼明さんは、２年
前に青年部に加入したばかり。それでも、以前から青年
部活動に興味があったそうです。
丸森地区青年部では農業振興のための看板作りや、筆

甫保育所での食農教育活動などを行っています。釼明さ
んは、保育所の子ども達が楽しそうに野菜の苗植えをし
ている姿がとても印象的だったそうで、「逆にこちらが教
られることが多いです」と嬉しそうに話していました。
「これからは町内でもっと食農教育活動の輪を広げた
い。自分が思う“農業の楽しさ”を伝えていきたいと思
います」と、食農教育への思いを語ってくれました。

丸森地区青年部	釼
け ん

明
みょう

 孝
こ う い ち

一さん
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ふれあいふれあい 広 場広 場

【全体運】あれこれ考え過ぎてしまう傾向に。あまり難しく捉えず、気楽に構えた方が正解。気晴らしには散歩
　　　　		がお勧め
【健康運】徐々に好転。アウトドアで英気を養って【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ

獅子座［7.23 〜 8.22］

仲良しご夫婦

仕事や趣味を通して出来た人との繋がりを大切にしてきた渡
辺さんご夫婦は、今年で結婚48年目の仲良しご夫婦です。
稲作のほかに造園の仕事もしている正春さん。趣味の山登り

では富士山を３回登頂した経験があり、「登山者どうしがすぐ
に仲良くなれるのが山登りの魅力です」と話し、目を輝かせま
す。
行幸さんは女性部活動に参加するほか、地元の古民家を管理

するボランティア団体「炉ばたの会」で活動しています。「ど
ちらも色々な出会いがあって楽しいです」と笑顔で話してくれ
ました。
「今まで会った人たちとの繋がりを大事に、これからも仲良
く暮らしていきたいです」と話す、友達をとても大事に考える
素敵なご夫婦でした。

渡
わ た な べ

辺 正
ま さ は る

春さん（71歳）行
み

幸
ゆ き

さん（68歳）

川崎町小野

ペット自慢

10年前、甥っ子が夜店ですくってきたのをプレゼント
されたのがきっかけで飼い始めた錦鯉の恋くん。池の側
に行くと、すかさず寄ってきて、「えさちょうだい」と言
わんばかりに口をパクパクとさせるそうです。
一義さんは、ゆったりと泳ぐ姿やエサを食べる時の愛
らしい顔にいつも癒されているそうで、「見ていると時間
がすぐに過ぎるし、「魚」という気がしなくなります。こ
れからも可愛がって行きたいですね」と、恋くんを眺め
ながら話してくれました。

岩
い わ

間
ま

 一
か ず よ し

義さん宅の		恋
こ い

くん♂？（推定10歳）

村田町小泉

Smile

４月から幼稚園に通う、白いご飯が大好きな結愛ちゃ
ん。幼稚園をとても楽しみにしていて、よく黄色いカバ
ンを背負ってはスキップしてはしゃいでいるそうです。
ふだんはお絵描きをして遊んでいて、将来は「うさぎと
かカエルになりたい」と話してくれました。
大翔くんは、人見知りをしたことがないという、ハイ
ハイが速い元気な男の子です。12月に１歳になったばか
りですが、食欲が旺盛で、大人と同じものをモリモリと
食べています。
ご両親は、「２人には、他人を傷つけない優しい子に
育ってほしいです」と話し、優しい目で２人を見ていま
した。

鹿
か

島
し ま

 結
ゆ あ

愛ちゃん（３歳）大
た い

翔
が

くん（１歳）

蔵王町遠刈田温泉

職員紹介

●担当業務とやりがいを教えてください
柴田町の本店で融資事務をして５年目になります。本・支店
間の連携をうまくとり、いかに早く仕事を進められるか、と
いうところにやりがいを感じています。

●入職してから一番嬉しかったことはなんですか？
入職１年目の終わり頃、自分の仕事に対して良い評価をいた
だいたのが一番嬉しかったですね。

●趣味はなんですか？
スポーツ観戦と旅行に行くことです。

●組合員の皆さんにＰＲをお願いします
直接組合員の皆さまと顔を合わせる部署でない分、正確で迅
速な仕事を心がけ、少しでも皆様のお役に立てるよう頑張り
ます。

業務部審査課	真
ま

壁
か べ

 歩
あゆむ

お父さん：雄希さん　お母さん：真由美さん
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【全体運】前向きになれる時期。やりたかったことを楽しむのに向いているので、意欲的な行動を。イベントへ
　　　　		の参加も吉
【健康運】小まめに動くと、ストレス発散効果大！【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

蠍 座［10.24 〜 11.22］

平成28年産水稲 ～育苗作業に向けた、準備を始めましょう！～
◆育苗施設（ハウス等）の準備…被覆ビニールや使用する資材の確認をしましょう。

健全な苗づくりへの第一歩は、作業場や育苗箱、被覆資材等をしっかりと洗浄することです！
種子消毒や播種を行う作業場および資材の保管場所をきれいに清掃し、管理して下さい。
※ばか苗病菌は前年の残さ（稲わら・籾殻・細かな塵など）で越冬するため、そこから胞子が飛散すると種籾

に付着し感染します。
プール育苗の場合：ハウス内の均平化作業とプールに使用する角材等の資材の準備が必要です。

◆育苗計画…種子と種子消毒剤の確認、温湯消毒機及び播種機・育苗器等の清掃・点検をしましょう。
計画の第一歩は、田植え時期を決めることです！田植え日から逆算して作業開始日を決めます。

◆種子の準備
①塩水選を行いましょう。⇒　割れ籾や浮いた籾を取り除き、良質な種籾だけを選びます。

②浸種（水づけ）⇒　水温は10～15℃が目安です。

③種子消毒 ～ 催芽（芽出し）⇒　ばか苗病・いもち病・もみ枯細菌病・苗立枯病等の防除

“微生物農薬「タフブロック」200倍液の24時間浸漬処理”を行ってください。

処理するタイミングは２パターンあります!!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　　〈催芽時処理〉　水温30℃前後　⇒　播種
　　　　ハトムネ催芽機を持っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ　〈催芽前処理〉　水温10～15℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24～48時間浸漬後　⇒　催芽　⇒　播種

※特別栽培米での消毒は、「タフブロック」及び温湯消毒に限定されます。
※温湯消毒（63℃で５分または60℃で10分浸漬）＋ 生物農薬 による体系処理にて実施した場合、更なる効果

が期待できます。
※慣行栽培においては、「テクリードＣ」などの化学合成農薬の使用が認められております。
　（注：「テクリードＣ」の使用時期は浸種（水づけ）前です。）

温度管理でばか苗病対策！
浸種（水づけ）温度が「高い」ほど　また　催芽（芽出し）温度が「低い」ほど発病が多くなる傾向。

➡浸種温度は15℃以上にならないように！　催芽時温度は30℃前後で！

お問合せ先
米穀課
TEL：0224-55-1590担当者  内藤 華奈

営 農
情 報米穀

表：田植え日から見た作業スケジュールの目安【育苗日数25日間の稚苗の場合】

塩 水 選 3/25(金) 3/30(水) 4/  4(月) 4/  7(木) 4/  9(土) 4/12(火) 4/14(木)

水 づ け 開 始 3/26(土) 3/31(木) 4/  5(火) 4/  8(金) 4/10(日) 4/13(水) 4/15(金)

播 種 日 4/10(日) 4/15(金) 4/20(水) 4/23(土) 4/25(月) 4/28(木) 4/30(土)

田 植 え 日 5/  5(木) 5/10(火) 5/15(日) 5/18(水) 5/20(金) 5/23(月) 5/25(水)
※気温の上昇に伴い水温が高くなる場合は、水づけ時間を調整しましょう。

種類 比重 比重計値
水10ℓあたりの量
食塩 硫安

うるち 1.13 17 2.1㎏ 2.7㎏
もち 1.08 11 1.2㎏ 1.5㎏

左記の表を参考に実施しましょう。
※種子伝染性病害の抑制が期待できます。
※塩水選後は必ず水洗いし、塩分などを除い

て下さい。

品種 積算水温（例：水温×日数）
ひとめぼれ・まなむすめ・コシヒカリ・つや姫 120℃（10℃×12日）

ササニシキ・みやこがねもち 100℃（10℃×10日）

最初の３日間は水を交換せずにその後２
～３日に１回水換えをしましょう。
※水づけが不十分な場合、播種後の発芽

不揃いの原因となります。
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【全体運】やたらと口うるさくなりがち。周囲の嫌な面ではなく、長所を見るように意識して。気分転換には読
　　　　		書がベスト
【健康運】軽く運動することで体調を整えられます【幸運を呼ぶ食べ物】デコポン

天秤座［9.23 〜 10.23］

彩りも豊かになった カリフラワー
板木技術士事務所所長●板木利隆

長年ブロッコリーに押されて消費が伸び悩ん
でいましたが、最近は用途も広がり、人気が出
ています。
色の白さと歯ざわりのよさが身上ですが、近
年はオレンジや紫色などのの品種も加わり、和
洋中と幅広く料理に用いられるようになりまし
た。話題のロマネスコも、カリフラワーの仲間
であるイタリアの伝統野菜。いずれも食卓をに
ぎわすこと請け合いです。

●栽培のポイント
花蕾の生長適温は10～15度。高温になるとつぼみが不ぞろいになりやすいので、夏まきし

て秋冬どりを狙うのが最良です。中生・晩成品種での冬どりや、春まきの保温育苗で、初夏ど
りも楽しめます。
育て方はキャベツに準じますが草勢は弱く、病害虫もつきやすいので、茎のしっかりした苗

に育てます。元肥をしっかり施して初期生育を促し、大きな花蕾にしましょう。
高温や多雨になると黒腐病やコナガなどの害が発生しやすいので、排水や被覆資材による害

虫防除に努めましょう。発生の徴候が見られたら、早めに薬剤散布して防ぎます。

営 農
情 報家庭菜園

『家の光』2014年６月号「家庭園芸」から
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出題●ニコリ

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

おたより交流ひろば

【全体運】人気運が高まり、気付けば自然と話の輪の中心にいるはず。気になる相手がいるなら、フランクに話
　　　　		し掛けて
【健康運】生活が不規則に。リズムを取り戻すこと【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

山羊座［12.22 〜 1.19］

①3月3日は──の節句
②見せるために物を並べること
③マニキュアを塗るところ
④脱穀していないイネの実
⑤なるとには、この模様が付いています
⑦前人──の大記録を打ち立てた
⑧チーターやジャガーに似た動物
⑨普通郵便より早く着く──郵便
⑩橋の欄干などに付いてる、ネギの花
の形をした飾り

⑪貝の中で大きくなる美しい玉
⑭朝──　植木──　道具──
⑮猛獣を入れるのに適しています
⑯日本一広い市、高山市がある県

ヨコのカギ

①月でウサギがぺったんぺったん
④100分の1は厘、1000分の1は
⑥尺貫法の重さの単位の一つ
⑦畑を耕すとニョロリと出てきます
⑧服を着たり二足歩行したりする生き物
⑨学校を巣立つ生徒を祝う行事
⑫犬も歩けば──に当たる
⑬法隆寺は、聖徳──が建立したと伝
えられています

⑮気を付けの姿勢から頭を下げつつ腰
を折ります

⑰ダイコンやゴボウはこの中で育ちます
⑱世界三大珍味の一つ

タテのカギ

抽選で５名様に
Ａコープ商品詰め合せセットを

プレゼント！

◎応募締切
３月25日（金）（当日消印有効）
ご応募に際して取得した個人情報は、
当選者の発表・賞品発送、「おたより
交流ひろば」でのご紹介のみ使用させ
ていただきます。
※当選者は広報誌５月号にて発表します。

◎応募先

※上記のように官製はがきに必要事項
を明記の上、ご応募下さい。

１. クイズの答え
２. �郵便番号、住所、
氏名、年齢、電話
番号

３. �広報誌やＪＡへの
ご意見・ご要望、
身近な話題などを
ご記入下さい。

１月号の答え・当選者
ご当選おめでとうございます！	応募総数113通

A B C D E

カ ン ツ バ キ
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9 8 9 1 6 2 2

村田町	 佐藤　　強	さん
川崎町	 染谷　光久	さん
白石市	 今井　繁雄	さん
角田市	 加藤　美咲	さん
角田市	 三浦　由雄	さん

昨年、我が家の柿の木は甘柿も渋柿も沢山実りました。渋柿は干し柿にして、親しい人におすそ分けしました。採りきれない分は野鳥にもおすそ分けです。
� （角田市�阿部さん）

今年も一等米を作る
ぞー！

� （角田市�遠藤さん）

雪が降る前にと思い、白菜と大根を畑から掘り起し、作業場の中にしまいました。白菜の出来は良くなかったのですが、漬物は「柔らかくて美味しい」と好評です。今はお父さんの酒のつまみ用に、朝鮮漬けに挑戦しています。
� （丸森町�佐藤さん）

１月号のおらいのおすすめに載っ
ていた「春菊の三色和え」美味しく
できました。我が家の一品料理にな
りました。
� （蔵王町�佐藤さん）

皆様からお寄せいただきました身
近な話題や風景写真、イラストなど
をご紹介していきますので、たくさ
んのご応募をお待ちしております。
尚、ご応募いただいた写真はお返

しできませんのでご了承ください。

広報誌１月号で皆様からいただきましたお便りを
抜粋してご紹介させていただきます。

投稿募集

『冬の装い』

（角田市	齋藤さん）

ミズナラの枝に山蚕（？）と思われるマユを見つ
けました。枯葉の付いたマユがまるでコートを着
ているようで、冬の風情を感じます。

母が昨年作った干し柿がおいしく

出来上がりました。こたつにあた
り

ながら味わって食べています。

� （角田市�難波さん）

A B C D E

二重マスの文字を
A〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？
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出題●ニコリ

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

おたより交流ひろば

【全体運】注意力散漫気味。慣れた作業でミスを連発するなど、問題を起こしやすいので、冷静に。深呼吸で気
　　　　		合を入れて
【健康運】無理は禁物。休憩と気分転換を徹底して【幸運を呼ぶ食べ物】フキのとう

射手座［11.23 〜 12.21］

平成26年産民間流通麦の共同計算の結果により、下表のとおり精算しましたのでお知らせいたします。

銘柄別の生産者手取額 （消費税込、円/大麦50㎏、小麦60㎏）
大麦 小麦

シュンライ・ミノリムギ シラネコムギ あおばの恋 ゆきちから
１等 ２等 １等 ２等 １等 ２等 １等 ２等

全
農
精
算
額

販売価格（税込平均額） ① 1,980 1,656 2,198 1,809 2,196 1,807 2,309 1,920
国からの助成 ② 0 0 0 0 0 0 0 0
受入金利 ③ 0 0 0 0 0 0 0 0
前年産からの繰越額 ④ 0 0 0 0 0 0 0 0
その他収入 ⑤ 0 0 0 0 0 0 0 0
概算金償還額 ⑥ 900 600 720 360 720 360 720 360
流通経費 ⑦ 522 522 692 692 692 692 692 692

全農精算額計⑧（①+②+③+④+⑤-⑥-⑦） 558 534 786 757 784 755 897 868

Ｊ
Ａ
精
算
控
除
額

JA手数料 246 246 246 246 246 246 246 246

小計 ⑨ 246 246 246 246 246 246 246 246
精算額⑩（⑧-⑨） 312 288 540 511 538 509 651 622

生産者手取（⑥+⑩） 1,212 888 1,260 871 1,258 869 1,371 982
JA管内における最終精算日：平成27年12月22日㈫

お問合せ先
米穀課
TEL：0224-55-1590担当者  山本 正人

営 農
情 報

平成26年産民間流通
麦共同計算結果に
ついて（ご案内）

そ
し
て
、
優
し
さ
を
学
ぶ

公
益
社
団
法
人
●
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

認
知
症
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
人
に
感
情
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
と
一

緒
に
過
ご
す
時
間
は
「
幸
せ
」
そ
の

も
の
で
あ
り
、
家
族
か
ら
の
手
助
け

に
対
し
て
は
「
あ
り
が
た
い
」
と
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
な
り

に
「
家
族
を
支
え
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

日
々
の
介
護
に
お
い
て
は
困
難
な

こ
と
が
多
く
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
し

た
く
な
る
日
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

果
敢
に
生
き
る
家
族
の
姿
に
触
れ
た

こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
自
分
た
ち
の

生
き
方
を
考
え
る
機
会
も
増
え
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
自

分
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
人
の

気
持
ち
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
全
て
の
お
年
寄
り
に
対
し
て

優
し
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
い
う
人
も
多
い
は

ず
で
す
。

介
護
は
、
人
に
対
す
る
優
し
さ
と

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、
家
族

の
絆
を
深
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護

を
支
え
て
く
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
専

門
職
の
方
々
や
地
域
の
人
々
、
友
人

た
ち
に
対
す
る
強
い
感
謝
の
念
も
生

ま
れ
ま
す
。
優
し
さ
を
学
び
、
感
謝

の
気
持
ち
を
強
く
す
る
介
護
は
、
ど

れ
だ
け
自
分
た
ち
の
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
も

し
現
在
、
介
護
の
さ
な
か
に
あ
っ
て

悩
み
を
抱
え
て
い
た
と
し
て
も
、
い

つ
か
「
人
と
し
て
成
長
で
き
る
の
も

認
知
症
の
家
族
が
い
て
く
れ
る
お
か

げ
」
と
思
え
る
日
が
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
思
え
ば
余
裕

を
も
っ
て
介
護
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

認
知
症
は
誰
に
で
も
訪
れ
る
可
能

性
の
あ
る
症
状
で
す
。
将
来
、
自
分

た
ち
も
誰
か
の
お
世
話
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
考
え
て
、
今
関
わ
り
の

あ
る
親
、
兄
弟
、
親
戚
、
友
人
は
も

ち
ろ
ん
、
全
て
の
人
が
認
知
症
を
理

解
し
、
誠
意
を
持
っ
て
向
き
合
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

知って備える「認知症」
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【全体運】自分に自信が持てる月。温めていたプランは、ぜひ実行してみて。協力に恵まれ順調に発展していく
　　　　		予感
【健康運】リラックスすることで調子が上向くはず【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ

魚 座［2.19 〜 3.20］
15 14

お知らせ

【全体運】気分的にゆったりできそう。好きなことを満喫してプライベートタイムを充実させましょう。片付け
　　　　		もラッキー
【健康運】上昇傾向です。マッサージで血行促進を【幸運を呼ぶ食べ物】ヒジキ

水瓶座［1.20 〜 2.18］

● 営業時間
　 　午前８時～午後６時
● 定休日
　 　日曜日

丸森給油所丸森給油所
● 営業時間
　 　午前８時30分～午後５時
● 定休日
　 　日曜日

平沢給油所平沢給油所

営 業 時 間 変 更 の お 知 ら せ営 業 時 間 変 更 の お 知 ら せ営 業 時 間 変 更 の お 知 ら せ営 業 時 間 変 更 の お 知 ら せ
平沢給油所・丸森給油所平沢給油所・丸森給油所

　平成28年４月１日より以下のとおり営業時間等を変更させていただきますので、お知
らせ致します。

ＪＡ貸農園利用希望者募集（利用者予約受付中）

あなたも新鮮な野菜を作ってみませんか！

募集案内
１） 所 在 地　角田市角田字南５番地内農地
２） 募集対象　みやぎ仙南管内在住者
３） 利用期間　４月１日～翌年３月31日の１年間
　　　　　　　 継続利用も可能です。
４） 利 用 料　１区画3,000円（年額）
５） 面　　積　１区画100㎡（約30坪）
６） 申込み先　みやぎ仙南農業協同組合　
　　　　　　　 地域開発センター　担当・齋藤
　　　　　　　　　　　　　（0224‒55‒1545）
７） その他
　・作付けは、野菜及び草花等の単年作物とします。
　・契約者以外は、利用できません。
　・作業時間は、日出から日没までとします。
　・指定された区域以外は、使用できません。
　・ＪＡでは栽培管理の指導や肥料・農薬・資材の
　　斡旋も行います。

利用心得
この農園を利用するにあたり、みなさん方が快くご利用
いただけるように次の事柄をお守り下さい。
①農園で栽培できる作物は、「野菜」及び「草花」に限ります。
②農園内に施設または工作物を設置することはできませ
ん。

③農園を他の者に譲渡したり、貸したり、営業のために使
用することはできません。

④農園は、常に他の利用者の迷惑とならないよう適性管理、
適正利用して下さい。

⑤病害虫が発生した場合は、隣接の農園に広がらないよう
に速やかに防除して下さい。

⑥低農薬栽培、有機肥料栽培を心掛けてください。
⑦耕作に要する種苗、肥料及び農具等について利用者負担
でお願いします。また、肥料・農薬・農具等は、極力「Ｊ
Ａグリーン角田」または「あぐりハウス」をご利用下さい。

⑧利用期間満了または解約等の場合は、利用者は一切の作
物を取り払い農園を現状に復して下さい。

⑨利用期間は、原則1年間とします。但し、状況に応じて
継続利用（更新）もできます。

⑩利用者は、農園の利用に伴う地上権、耕作権の権利は有
しません。

⑪天災・盗難及び病害虫等による耕作物その他の損害につ
いては、補償いたしません。

⑫その他農園利用に際しては、ＪＡの指示に従って下さい。

　当ＪＡでは、管内在住者を対象に野菜や花等の栽培を通して自然とふれあうとともに、農業に
対する理解を深めていただける「貸農園」を角田市内に開園しております。

15 14

お知らせ
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（食生活改善推進協議会）

【作り方】
❶（一晩水につけた）豆をゆで、玉ねぎ・人参・キャベツ・
ベーコンを１㎝のさいの目切りにする。
❷鍋にオリーブオイルとにんにく、①を入れ、中火でしん
なりするまで炒める。
❸トマト缶とコンソメを加えたら、食材がかぶる位の水を
入れて弱火で煮込む。
❹火が通ったら、塩コショウ・しょう油で味を整え、器に
盛り付けてパセリを散らしたら出来上がり。

～３種の豆入り
ミネストローネ～

ワンポイントアドバイス!
栄養満点な３種類の豆が摂れます。一年中を通して食べた
い食材です。

【材料】（４人分）
白いんげん豆……… 40g
青ばた豆…………… 40g
赤豆………………… 40g
玉ねぎ……………… 80g
人参………………… 40g
キャベツ…………… ２枚
ベーコン（ハーフ）… ４枚
にんにく…………… 少々
オリーブオイル…… 大さじ⅔
トマト缶（カット）… 130g
コンソメ…………… １個
塩・コショウ……… 少々
しょう油…………… 小さじ⅔
パセリ……………… 少々


